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(57)【要約】
【課題】温度によって好適な駆動電圧を供給することか
ら有機電界発光表示装置の消費電力を減少させることが
できる有機電界発光表示装置及びその駆動方法を提供す
る。
【解決手段】有機電界発光表示パネルの温度を測定する
ための温度測定部と、温度測定部から測定された温度デ
ータに基づいて有機電界発光表示パネルの駆動電圧を計
算して電圧データを出力するための駆動電圧決定部及び
駆動電圧決定部から出力された電圧データに基づいて可
変抵抗を決定するための可変抵抗決定部を含み、有機電
界発光表示パネルに可変抵抗に相応する駆動電圧を供給
する直流－直流コンバータを含む。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有機電界発光表示パネルと、
　前記有機電界発光表示パネルの温度を測定するための温度測定部と、
　前記温度測定部から測定された温度データに基づいて前記有機電界発光表示パネルの駆
動電圧を計算して電圧データを出力するための駆動電圧決定部及び、
　前記駆動電圧決定部から出力された電圧データに基づいて可変抵抗を決定するための可
変抵抗決定部を含み、前記有機電界発光表示パネルに前記可変抵抗に相応する駆動電圧を
供給する直流－直流コンバータとを含むことを特徴とする有機電界発光表示装置。
【請求項２】
　前記温度測定部は、前記有機電界発光表示パネルの温度を測定するための温度センサー
及び、
　前記温度センサーの出力をデジタル信号に変換するためのＡ/Ｄコンバータとを含んで
なることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項３】
　前記駆動電圧決定部は、前記温度データによって駆動電圧を計算するための駆動電圧制
御部及び、
　前記駆動電圧制御部から計算された電圧データを出力する駆動電圧出力部とを含んでな
ることを特徴とする請求項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項４】
　前記駆動電圧制御部は、前記温度データによって計算された電圧データが保存されたル
ックアップテーブルとを含むことを特徴とする請求項３に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項５】
　前記可変抵抗決定部は、複数の抵抗及び前記抵抗にそれぞれに電気的に連結される複数
の抵抗制御スイッチング素子からなる可変抵抗回路部を含んでなることを特徴とする請求
項１に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項６】
　前記可変抵抗決定部は、前記抵抗制御スイッチング素子を制御して前記抵抗を選択する
ための可変抵抗制御部を含むことを特徴とする請求項５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項７】
　前記可変抵抗制御部は、前記電圧データに相応する可変抵抗データが保存されたルック
アップテーブルを含むことを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項８】
　前記直流－直流コンバータは、前記有機電界発光表示パネルに第１電圧を供給するため
の昇圧コンバータ及び、
　前記有機電界発光表示パネルに第２電圧を供給するためのインバータとをさらに含んで
なることを特徴とする請求項６に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項９】
　前記直流－直流コンバータは、前記昇圧コンバータ及び前記インバータと電気的に連結
されるスイッチング制御部をさらに含んでなることを特徴とする請求項８に記載の有機電
界発光表示装置。
【請求項１０】
　前記直流－直流コンバータは、前記昇圧コンバータの出力端に直列に連結されてお互い
に連結される接点が前記スイッチング制御部と電気的に連結される第１抵抗及び第２抵抗
とを含んでなることを特徴とする請求項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１１】
　前記スイッチング制御部は、前記第１抵抗及び前記第２抵抗が接する接点と電気的に連
結される第１比較器とを含んでなることを特徴とする請求項１０に記載の有機電界発光表
示装置。
【請求項１２】
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　前記直流－直流コンバータは、一端が前記可変抵抗回路部と電気的に連結され、他端が
前記インバータの出力端に電気的に連結される第３抵抗を含んでなることを特徴とする請
求項９に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１３】
　前記抵抗制御スイッチング素子は、前記可変抵抗回路部の抵抗と電気的に連結される第
１電極及び前記第３抵抗と電気的に連結される第２電極とを含んでなることを特徴とする
請求項１２に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１４】
　前記スイッチング制御部は、前記抵抗と前記第３抵抗が接する接点と電気的に連結され
る第２比較器とを含んでなることを特徴とする請求項１２に記載の有機電界発光表示装置
。
【請求項１５】
　前記第２電圧の電圧レベルは、前記抵抗によって決定されることを特徴とする請求項１
４に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１６】
　前記第２電圧は、前記第１電圧に比べて低い電圧レベルであることを特徴とする請求項
１５に記載の有機電界発光表示装置。
【請求項１７】
　有機電界発光表示パネルの温度を測定する温度測定段階と、
　前記温度測定段階で測定された温度データによって駆動電圧を決定する駆動電圧決定段
階と、
　前記駆動電圧決定段階で決定された電圧データによって直流－直流コンバータに含まれ
る可変抵抗を決定する可変抵抗決定段階及び、
　前記可変抵抗決定段階で決定された可変抵抗に相応する駆動電圧を前記有機電界発光表
示パネルに供給する駆動電圧供給段階とを含んでなることを特徴とする有機電界発光表示
装置の駆動方法。
【請求項１８】
　前記温度測定段階は、温度センサーを用いて前記有機電界発光表示パネルの温度を測定
した後、前記温度センサーの出力をデジタル信号に変換するＡ/Ｄ変換段階を含んでなる
ことを特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項１９】
　前記駆動電圧決定段階は、前記温度測定段階で測定された温度データによって駆動電圧
を計算する段階と計算された電圧データを出力する駆動電圧出力段階とを含んでなること
を特徴とする請求項１７に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２０】
　前記駆動電圧を制御する段階は、前記温度データによって計算された電圧データが保存
されたルックアップテーブルが用いられることを特徴とする請求項１９に記載の有機電界
発光表示装置の駆動方法。
【請求項２１】
　前記可変抵抗決定段階は、前記直流－直流コンバータに含まれる可変抵抗制御部を介し
て可変抵抗を計算する可変抵抗計算段階を含むことを特徴とする請求項１７に記載の有機
電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２２】
　前記可変抵抗計算段階は、前記電圧データに相応する可変抵抗データが保存されたルッ
クアップテーブルが用いられることを特徴とする請求項２１に記載の有機電界発光表示装
置の駆動方法。
【請求項２３】
　前記可変抵抗決定段階は、前記可変抵抗データによって前記可変抵抗制御部と電気的に
連結される複数の抵抗制御スイッチング素子が選択的にターンオンされ、
　前記抵抗制御スイッチング素子のそれぞれに電気的に連結される複数の抵抗のうちいず
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れか一つを選択する抵抗選択段階を含むことを特徴とする請求項２２に記載の有機電界発
光表示装置の駆動方法。
【請求項２４】
　前記駆動電圧供給段階は、前記直流－直流コンバータに含まれる昇圧コンバータを介し
て前記有機電界発光表示パネルに第１電圧を供給し、
　前記直流－直流コンバータに含まれるインバータを介して前記有機電界発光表示パネル
に第２電圧を供給することを特徴とする請求項２３に記載の有機電界発光表示装置の駆動
方法。
【請求項２５】
　前記直流－直流コンバータは、一端が前記インバータの出力端に電気的に連結され、他
端が前記抵抗に電気的に連結される固定抵抗を含み、
　前記第２電圧の電圧レベルは、前記抵抗及び前記固定抵抗によって決定されることを特
徴とする請求項２４に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【請求項２６】
　前記第２電圧は、前記第１電圧に比べて低い電圧レベルであることを特徴とする請求項
２５に記載の有機電界発光表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関し、より詳しくは、温度によっ
て好適な駆動電圧を供給することから有機電界発光表示装置の消費電力を減少させること
ができる有機電界発光表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機電界発光表示装置(Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｉｓｐｌａｙ
)は、カソード(ｃａｔｈｏｄｅ)から供給される電子(ｅｌｅｔｒｏｎ)と、アノード(ａｎ
ｏｄｅ)から供給される正孔(ｈｏｌｅ)の再結合によって光を発生する有機電界発光素子(
Ｏｒｇａｎｉｃ Ｌｉｇｈｔ Ｅｍｉｔｔｉｎｇ Ｄｅｖｉｃｅ:ＯＬＥＤ)を用いることと
して、平板表示装置(Ｆｌａｔ Ｐａｎｅｌ Ｄｉｓｐｌａｙ)の一種である。このような有
機電界発光表示装置は、厚さが薄く、広視野角、速い応答速度などの長所がある。
【０００３】
　上記有機電界発光表示装置は、各画素ごとに形成される駆動トランジスタ(Ｔｈｉｎ Ｆ
ｉｌｍ Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：ＴＦＴ)を用いてデータ信号に対応する駆動電流を有機電
界発光素子(ＯＬＥＤ)に供給して有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)から光が発光するように駆
動される。
【０００４】
　上記有機電界発光表示装置の駆動電圧は、上記駆動トランジスタのソース電極と上記有
機電界発光素子のカソードとの間に供給される電圧によって決定される。この時、有機電
界発光表示素子は、温度低下に従って駆動に必要な電圧が増加する特性がある。したがっ
て、従来の有機電界発光表示装置は、温度低下による駆動電圧マージンが含まれた駆動電
圧を供給している。しかし、このような有機電界発光表示装置は、常温で駆動時、実際に
必要な駆動電圧より低温での駆動電圧マージンが加えられた高レベルの駆動電圧が用いら
れている。
【０００５】
　このような従来の有機電界発光表示装置は、常温での低温マージンによって駆動電圧が
高くなることから消費電力が増加される問題点がある。また、高い駆動電圧では、ＤＣ/
ＤＣコンバータの効率低下が発生するが、これによってＤＣ/ＤＣコンバータで消費され
る電流が上昇して有機電界発光表示装置の消費電力がさらに増加される問題点がある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００６】
　本発明は、上記のような従来の有機電界発光表示装置及びその駆動方法の問題点を解決
するためになされたものであって、その目的は、温度によって好適な駆動電圧を供給する
ことから有機電界発光表示装置の消費電力を減少させることができる有機電界発光表示及
びその駆動方法を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の目的を達成するための本発明に係る有機電界発光表示装置は、有機電界発光表示
パネルと、上記有機電界発光表示パネルの温度を測定するための温度測定部と、上記温度
測定部から測定された温度データに基づいて上記有機電界発光表示パネルの駆動電圧を計
算して電圧データを出力するための駆動電圧決定部及び上記駆動電圧決定部から出力され
た電圧データに基づいて可変抵抗を決定するための可変抵抗決定部とを含み、上記有機電
界発光表示パネルに上記可変抵抗に相応する駆動電圧を供給する直流－直流コンバータを
含むことを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明によれば、上記温度測定部は、上記有機電界発光表示パネルの温度を測定
するための温度センサー及び上記温度センサーの出力をデジタル信号に変換するためのＡ
/Ｄコンバータとを含んでなることを特徴とする。
【０００９】
　また、上記駆動電圧決定部は、上記温度データによって駆動電圧を計算するための駆動
電圧制御部及び上記駆動電圧制御部から計算された電圧データを出力する駆動電圧出力部
とを含んでなる。この時、上記駆動電圧制御部は、上記温度データによって計算された電
圧データが保存されたルックアップテーブルを含むことができる。
【００１０】
　また、上記可変抵抗決定部は、複数の抵抗及び上記抵抗のそれぞれに電気的に連結され
る複数の抵抗制御スイッチング素子からなる可変抵抗回路部を含んでなる。この時、上記
可変抵抗決定部は、上記抵抗制御スイッチング素子を制御して上記抵抗を選択するための
可変抵抗制御部を含むことができる。また、上記可変抵抗制御部は、上記電圧データに相
応する可変抵抗データが保存されたルックアップテーブルを含むことができる。
【００１１】
　また、上記直流－直流コンバータは、上記有機電界発光表示パネルに第１電圧を供給す
るための昇圧コンバータ及び上記有機電界発光表示パネルに第２電圧を供給するためのイ
ンバータをさらに含んでなる。この時、上記直流－直流コンバータは、上記昇圧コンバー
タ及び上記インバータと電気的に連結されるスイッチング制御部をさらに含んでなる。ま
た、上記直流－直流コンバータは、上記昇圧コンバータの出力端に直列に連結されてお互
いに連結される接点が上記スイッチング制御部と電気的に連結される第１抵抗及び第２抵
抗を含んでなる。また、上記スイッチング制御部は、上記第１抵抗及び上記第２抵抗が接
する接点と電気的に連結される第１比較器を含んでなる。
【００１２】
　また、上記直流－直流コンバータは、一端が上記可変抵抗回路部と電気的に連結され、
他端が上記インバータの出力端に電気的に連結される第３抵抗を含んでなる。この時、上
記抵抗制御スイッチング素子は、上記可変抵抗回路部の抵抗と電気的に連結される第１電
極及び上記第３抵抗と電気的に連結される第２電極とを含んでなる。また、上記スイッチ
ング制御部は、上記抵抗と上記第３抵抗が接する接点と電気的に連結される第２比較器を
含んでなる。
【００１３】
　また、上記第２電圧の電圧レベルは、上記抵抗によって決定できる。この時、上記第２
電圧は、上記第１電圧に比べて低電圧レベルであることを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明に係る有機電界発光表示装置の駆動方法は、有機電界発光表示パネルの温
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度を測定する温度測定段階と、上記温度測定段階で測定された温度データによって駆動電
圧を決定する駆動電圧決定段階と、上記駆動電圧決定段階で決定された電圧データによっ
て直流－直流コンバータに含まれる可変抵抗を決定する可変抵抗決定段階及び上記可変抵
抗決定段階で決定された可変抵抗に相応する駆動電圧を上記有機電界発光表示パネルに供
給する駆動電圧供給段階とを含んでなることを特徴とする。
【００１５】
　また、上記温度測定段階は、温度センサーを用いて上記有機電界発光表示パネルの温度
を測定した後、上記温度センサーの出力をデジタル信号に変換するＡ/Ｄ変換段階を含ん
でなる。
【００１６】
　また、上記駆動電圧決定段階は、上記温度測定段階で測定された温度データによって駆
動電圧を計算する段階と計算された電圧データを出力する駆動電圧出力段階を含んでなる
。この時、上記駆動電圧を制御する段階は、上記温度データによって計算された電圧デー
タが保存されるルックアップテーブルが用いられる。また、上記可変抵抗決定段階は、上
記直流－直流コンバータに含まれる可変抵抗制御部を介して可変抵抗を計算する可変抵抗
計算段階を含むことができる。また、上記可変抵抗計算段階は、上記電圧データに相応す
る可変抵抗データが保存されるルックアップテーブルが用いられる。また、上記可変抵抗
決定段階は、上記可変抵抗データによって上記可変抵抗制御部と電気的に連結される複数
の抵抗制御スイッチング素子が選択的にターンオンされ、上記抵抗制御スイッチング素子
のそれぞれに電気的に連結される複数の抵抗のうちいずれか一つを選択する抵抗選択段階
を含むことができる。
【００１７】
　また、上記駆動電圧供給段階は、上記直流－直流コンバータに含まれる昇圧コンバータ
を介して上記有機電界発光表示パネルに第１電圧を供給し、上記直流－直流コンバータに
含まれるインバータを介して上記有機電界発光表示パネルに第２電圧を供給することを特
徴とする。この時、上記直流－直流コンバータは、一端が上記インバータの出力端に電気
的に連結され、他端が上記抵抗に電気的に連結される固定抵抗を含み、上記第２電圧の電
圧レベルは上記抵抗及び上記固定抵抗によって決定できる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、温度によって好適な駆
動電圧を供給することから常温で有機電界発光表示装置の消費電力が減少されることがで
きる。
【００１９】
　また、本発明によれば、常温での駆動電圧が減少されることによって、直流－直流コン
バータの効率が向上されることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書および図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素について
は、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２１】
　ここで、本発明において、類似の構成及び動作を有する部分について同様な図面符号を
付けた。また、いずれかの部分が他の部分と電気的に連結されていることは、直接的に連
結されている場合のみならず、その中間に他の素子を間に置いて連結されている場合も含
む。
【００２２】
　図１は、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置を概略的に示す図面である。
図２は、有機電界発光表示装置に含まれる画素の駆動回路を示す図面である。図３は、温
度による有機電界発光素子の電圧特性を示す図面である。
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【００２３】
　本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置１００は、図１を参照すれば、電源部
１１０、直流－直流コンバータ１２０、走査駆動部１３０、データ駆動部１４０、発光制
御駆動部１５０、有機電界発光表示パネル１６０及び有機電界発光表示パネル１６０、温
度測定部１７０及び駆動電圧決定部１８０とを含んでなる。ここで、直流－直流コンバー
タ１２０は、駆動電圧決定部１８０から出力される電圧データＶＤによって抵抗を可変す
るための可変抵抗決定部(１２６、図４参照)を含むことができる。可変抵抗決定部(１２
６、図４参照)については、以下の他の図面を参照して詳細に説明する。
【００２４】
　上記電源部１１０は、直流電源を提供するバッテリー(ｂａｔｔｅｒｙ)または交流電源
を直流電源に変換して出力する整流装置であることができ、ここで、電源部１１０の種類
に限定されるものではない。
【００２５】
　上記直流－直流コンバータ１２０は、電源部１１０と有機電界発光表示パネル１６０と
の間に電気的に連結される。このような直流－直流コンバータ１２０は、電源部１１０か
らの電源を有機電界発光表示装置１００の駆動に必要な第１電圧ＥＬＶＤＤと、負極性の
電圧レベルを有する第２電圧ＥＬＶＳＳに変換して有機電界発光表示装置１００に供給す
る。直流－直流コンバータ１２０は、以下に説明する駆動電圧決定部１８０から出力され
る電圧データＶＤによって抵抗が可変される可変抵抗決定部(１２６、図４参照)を含んで
なる。直流－直流コンバータ１２０は、可変抵抗決定部(１２６、図４参照)から選択され
た抵抗によって第２電圧ＥＬＶＳＳの電圧レベルを調整して有機電界発光表示装置１００
に供給する。この時、駆動電圧決定部１８０から出力される電圧データＶＤは、以下に説
明する温度測定部１７０から出力される温度データＴＤによって可変されることである。
すなわち、直流－直流コンバータ１２０は、有機電界発光表示パネル１６０及び有機電界
発光表示パネル１６０の周辺温度によって抵抗を可変して出力電圧、例えば、第２電圧Ｅ
ＬＶＳＳを調節するようになる。直流－直流コンバータ１２０には、イネーブル端子Ｅｎ
ａがさらに形成され、イネーブル端子Ｅｎａを介してイネーブル信号(ｅｎａｂｌｅ ｓｉ
ｇｎａｌ)が入力されば、直流－直流コンバータ１２０が動作し、イネーブル端子Ｅｎａ
を介してディスエイブル信号(ｄｉｓａｂｌｅ ｓｉｇｎａｌ)が入力されば、直流－直流
コンバータ１２０が動作しない。直流－直流コンバータ１２０について、以下に詳しく説
明する。
【００２６】
　上記走査駆動部１３０は、有機電界発光表示パネル１６０に電気的に連結される。走査
駆動部１３０は、複数のスキャンライン(Ｓｃａｎ[１]ないしＳｃａｎ[ｎ])を介して有機
電界発光表示パネル１６０に電気的に連結される。より詳しくは、走査駆動部１３０は、
スキャンライン(Ｓｃａｎ[１]ないしＳｃａｎ[ｎ])を介してスキャン信号を有機電界発光
表示パネル１６０に順次に供給する。
【００２７】
　上記データ駆動部１４０は、有機電界発光表示パネル１６０に電気的に連結される。デ
ータ駆動部１４０は、複数のデータライン(Ｄａｔａ[１]ないしＤａｔａ[ｍ])を介して有
機電界発光表示パネル１６０に電気的に連結される。より詳しくは、データ駆動部１４０
は、データライン(Ｄａｔａ[１]ないしＤａｔａ[ｍ])を介してデータ信号を上記有機電界
発光表示パネル１６０に供給する。
【００２８】
　上記発光制御駆動部１５０は、有機電界発光表示パネル１６０に電気的に連結される。
発光制御駆動部１５０は、複数の発光制御ライン(Ｅｍ[１]ないしＥｍ[ｎ])を介して有機
電界発光表示パネル１６０に電気的に連結される。より詳しくは、発光制御駆動部１５０
は、発光制御ライン(Ｅｍ[１]ないしＥｍ[ｎ])を介して発光制御信号を有機電界発光表示
パネル１６０に順次に供給する。
【００２９】
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　上記有機電界発光表示パネル１６０は、列方向に配列される複数のスキャンライン(Ｓ
ｃａｎ[１]ないしＳｃａｎ[ｎ])及び複数の発光制御ライン(Ｅｍ[１]ないしＥｍ[ｎ])、
行方向に配列される複数のデータライン(Ｄａｔａ[１]ないしＤａｔａ[ｍ])によって定義
される画素１６１とを含んでなる。より詳しくは、画素１６１は、隣合う二つのスキャン
ライン(Ｓ１ないしＳｎ)と隣合う二つのデータライン(Ｄａｔａ[１]ないしＤａｔａ[ｍ])
が交差する領域に形成される。
【００３０】
　上記画素１６１は、例えば、図２を参照すれば、駆動電流によって画像を表示する有機
電界発光素子(ＯＬＥＤ)、有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)と電気的に連結されて駆動電流を
供給するための駆動トランジスタＳｄ、容量性素子Ｃｓｔ、第１スイッチング素子Ｓｗ１
及び第２スイッチング素子Ｓｗ２を含んでなる。
【００３１】
　上記有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)は、駆動トランジスタＳｄと電気的に連結されるアノ
ード(ａｎｏｄｅ)と、第１電源ＥＬＶＤＤに電気的に連結されるカソード(ｃａｔｈｏｄ
ｅ)とを含む。有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)は、駆動トランジスタＳｄを介して供給され
る駆動電流に応じて赤色(Ｒ)、緑色(Ｇ)または青色(Ｂ)のうち該当するいずれか一つの光
を生成する。
【００３２】
　上記駆動トランジスタＳｄは、第１電源ＥＬＶＤＤと電気的に連結される第１電極(ソ
ースまたはドレイン)と、有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)のアノード(ａｎｏｄｅ)と電気的
に連結される第２電極(ドレインまたはソース)及びデータライン(Ｄａｔａ[ｍ])から供給
されるデータ信号によって動作する制御電極(またはゲート電極)とを含む。駆動トランジ
スタＳｄは、データライン(Ｄａｔａ[ｍ])から供給されるデータ信号に応じる駆動電流を
有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)に伝達する。
【００３３】
　上記容量性素子Ｃｓｔは、第１電極が駆動トランジスタＳｄの制御電極(またはゲート
電極)と連結され、第２電極が第１電源ＥＬＶＤＤ及び駆動トランジスタＳｄの第１電極(
ソースまたはドレイン)と電気的に連結される。容量性素子Ｃｓｔは、駆動トランジスタ
Ｓｄの第１電極(ソースまたはドレイン)と制御電極(またはゲート電極)との間の電圧を保
存して、これによって有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)の発光に必要な電圧が維持される役割
を有する。
【００３４】
　上記第１スイッチング素子Ｓｗ１は、データライン(Ｄａｔａ[ｍ])と電気的に連結され
る第１電極(ソースまたはドレイン)と、駆動トランジスタＳｄと電気的に連結される第２
電極(ドレインまたはソース)及びスキャンライン(Ｓｃａｎ[ｎ])に連結される制御電極(
またはゲート電極)とを含む。第１スイッチング素子Ｓｗ１は、データライン(Ｄａｔａ[
ｍ])に供給されるデータ信号を容量性素子Ｃｓｔに供給する。
【００３５】
　上記第２スイッチング素子Ｓｗ２は、駆動トランジスタＳｄの第２電極(ドレインまた
はソース)と電気的に連結される第１電極(ソースまたはドレイン)及び有機電界発光素子(
ＯＬＥＤ)のアノード(ａｎｏｄｅ)に電気的に連結される第２電極(ドレインまたはソース
)とを含んでなる。この時、第２スイッチング素子Ｓｗ２の制御電極(またはゲート電極)
は、発光制御ライン(Ｅｍ[ｎ])と電気的に連結される。これによって、第２スイッチング
素子Ｓｗ２は、発光制御ライン(Ｅｎ[ｎ])を介して供給される発光制御信号によって駆動
トランジスタＳｄから有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)に流れる駆動電流を制御して有機電界
発光素子(ＯＬＥＤ)の発光時間を制御する。
【００３６】
　上記画素１６１の駆動回路は、本発明に係る一実施形態であり、ここで、画素１６１の
駆動回路に本発明が限定されるものではない。すなわち、図２に示される画素１６１の駆
動回路の他、すべての有機電界発光表示装置の画素１６１に本発明が適用できることは勿
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論である。
【００３７】
　このような有機電界発光表示パネル１６０は、直流－直流コンバータ１２０から供給さ
れる第１電圧ＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳによって駆動される。本発明によれば、
有機電界発光表示パネル１６０に供給される駆動電圧(第１電圧ＥＬＶＤＤと第２電圧Ｅ
ＬＶＳＳの差)は、以下に説明する温度測定部１７０の温度データＴＤによって変更され
るように設定できる。すなわち、有機電界発光表示パネル１６０の駆動電圧は、温度によ
ってそれぞれの異なる駆動電圧マージンを有するように選定される。
【００３８】
　一方、図１に示される走査駆動部１３０、データ駆動部１４０、発光制御駆動部１５０
及び有機電界発光表示パネル１６０は、一つの基板(図示せず)に全部形成される。特に、
上述した駆動部１３０、１４０、１５０は、それぞれの集積回路(Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ 
Ｃｉｒｃｕｉｔ)形態として一つの基板に形成される。また、駆動部１３０、１４０、１
５０は、それぞれのスキャンライン(Ｓｃａｎ[１]ないしＳｃａｎ[ｎ])、データライン(
Ｄａｔａ[１]ないしＤａｔａ[ｍ])、発光制御ライン(Ｅｍ[１]ないしＥｍ[ｎ])及び画素
１６１のトランジスタ(図示せず)とを形成する層と同じ層にも形成される。勿論、駆動部
１３０、１４０、１５０は、上記基板と別途の他の基板(図示せず)に形成し、これを上記
基板に電気的に連結することもできる。この時、駆動部１３０、１４０、１５０は、上記
基板に電気的に連結するＦＰＣ(Ｆｌｅｘｉｂｌｅ Ｐｒｉｎｔｅｄ Ｃｉｒｃｕｉｔ)、Ｔ
ＣＰ(Ｔａｐｅ Ｃａｒｒｉｅｒ Ｐａｃｋａｇｅ)、ＴＡＢ(Ｔａｐｅ Ａｕｔｏｍａｔｉｃ
 Ｂｏｎｄｉｎｇ)、ＣＯＧ(Ｃｈｉｐ Ｏｎ Ｇｌａｓｓ)及びその等価物の中から選択され
たいずれか一つの形態で形成することができ、本発明で駆動部１３０、１４０、１５０の
形態及び形成位置などが限定されるものではない。
【００３９】
　上記温度測定部１７０は、温度センサー１７１及びＡ/Ｄコンバータ１７２とを含んで
なる。
【００４０】
　上記温度センサー１７１は、有機電界発光表示パネル１６０の内部または外部に設置さ
れる。このような温度センサー１７１は、有機電界発光表示パネル１６０または有機電界
発光表示パネル１６０の周辺の温度を測定して温度データＴＤを生成して駆動電圧決定部
１８０に伝達する。
【００４１】
　上記温度測定部１７０は、温度データＴＤがアナログタイプ信号の場合、これをデジタ
ルタイプ信号に変換するためのＡ/Ｄコンバータ(１７２、ＡＤＣ：Ａｎａｌｏｇ Ｄｉｇ
ｉｔａｌ Ｃｏｎｖｅｒｔｅｒ)をさらに含むことができる。これによって、Ａ/Ｄコンバ
ータ１７２を介して変換された温度データＴＤが駆動電圧決定部１８０に伝達される。
【００４２】
　上記駆動電圧決定部１８０は、駆動電圧制御部１８１と駆動電圧出力部１８２とを含ん
でなる。
【００４３】
　上記駆動電圧制御部１８１は、温度測定部１７０から出力される温度データＴＤによっ
て好適な駆動電圧を計算して駆動電圧出力部１８２に伝達する。この時、駆動電圧制御部
１８１は、温度データＴＤに相応する電圧データＶＤが保存された駆動電圧ルックアップ
テーブルＬＵＴｖを含んでなる。
【００４４】
　上記駆動電圧ルックアップテーブルＬＵＴｖに保存される電圧データＶＤは、図３に示
される有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)の電圧特性を基礎にして決定される。図３を参照すれ
ば、駆動電圧は、温度による駆動マージンが加われ、温度が低いほど高電圧レベルを有す
ることが分かる。この時、駆動電圧は、有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)の発光によって次第
にその差を示す。図３のグラフによれば、温度が低くなることによって要求される有機電
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界発光表示素子(ＯＬＥＤ)の駆動電圧は、発光色によって青色(Ｂ)、赤色(Ｒ)、緑色(Ｇ)
の順に高くなる。本発明において、この中で平均的に一番高い駆動電圧を要する緑色(Ｇ)
の発光色を基準にして決定した。これによって、駆動電圧ルックアップテーブルＬＵＴｖ
は、図３のグラフを参照して[表１]のような一例として保存される。
【００４５】
【表１】

【００４６】
　[表１]でＴＤ１ないしＴＤ３は、温度測定部１７０から出力された温度データとして、
ＴＤ１は１５の温度、ＴＤ２は－５の温度、そして、ＴＤ３は－３０の温度を表す。この
時、ＶＤは、それぞれの温度データ(ＴＤ１ないしＴＤ３)による電圧データＶＤを表し、
単位はボルト(Ｖ)である。
【００４７】
　上記駆動電圧ルックアップテーブルＬＵＴｖは、[表１]のようなデータテーブルの他に
図３のグラフを参照して導出された数式に保存でき、本発明がこれに限定されるものでは
ない。
【００４８】
　上記駆動電圧出力部１８２は、駆動電圧制御部１８１で計算された電圧データＶＤを直
流－直流コンバータ１２０に出力する。これによって直流－直流コンバータ１２０は、電
圧データＶＤによって有機電界発光表示パネル１６０に供給する電圧を調整する。
【００４９】
　次に、本発明の一実施形態に係る直流－直流コンバータ１２０についてより詳細に説明
する。
【００５０】
　図４は、本発明の一実施形態に係る直流－直流コンバータを示す図面でる。図５は、直
流－直流コンバータに含まれる可変抵抗決定部の構成を示す図面であり、図６は、図４の
直流－直流コンバータに含まれるスイッチング制御部の構成を示す図面である。
【００５１】
　本発明の一実施形態に係る直流－直流コンバータ１２０は、図４ないし図６を参照すれ
ば、昇圧コンバータ１２１と、インバータ１２２と、スイッチング制御部１２３と、第１
フィードバック電圧分配部１２４と、第２フィードバック電圧分配部１２５とを含んでな
る。この時、第２フィードバック電圧分配部１２５は、第２電圧ＥＬＶＳＳの出力を可変
させる可変抵抗決定部１２６を含んでなる。
【００５２】
　上記直流－直流コンバータ１２０は、有機電界発光表示パネル１６０に第１電圧ＥＬＶ
ＤＤを供給するための第１電圧ラインＥＬＶＤＤ及び第２電圧ＥＬＶＳＳとを供給するた
めの第２電圧ラインＥＬＶＳＳを含んでなる。上述のように、本発明において、便宜上に
有機電界発光表示パネル１６０に供給される電圧と各電圧を供給するために電気的に連結
される電源ラインを同一の図面符号を用いて説明する。
【００５３】
　上記昇圧コンバータ１２１は、電源部１１０に電気的に連結されるスイッチング素子Ｍ
１１と、スイッチング素子Ｍ１１と第１電源ラインＥＬＶＤＤとの間に電気的に連結され
るダイオードＤ１１と、スイッチング素子Ｍ１１とダイオードＤ１１との間に電気的に連
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結される誘導性素子Ｌ１１及びダイオードＤ１１と第１電源ラインＥＬＶＤＤの間に、有
機電界発光表示パネル１６０の間に電気的に連結される容量性素子Ｃ１１とを含んでなる
。昇圧コンバータ１２１は、第１電源ラインＥＬＶＤＤの出力電圧を一定なレベルに調節
するための第１フィードバック電圧分配部１２４と電気的に連結される。
【００５４】
　上記第１フィードバック電圧分配部１２４は、昇圧コンバータ１２１の出力端(本発明
では、第１電源ライン、ＥＬＶＤＤ)に直列に連結される第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２
とを含んでなる。第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２は、お互いに連結される接点Ｐ１が以下
に説明するスイッチング制御部１２３に電気的に連結されている。
【００５５】
　上記インバータ１２２は、電源部１１０に電気的に連結されるスイッチング素子Ｍ２１
と、スイッチング素子Ｍ２１と第２電圧ラインＥＬＶＳＳとの間に電気的に連結されるダ
イオードＤ２１と、スイッチング素子Ｍ２１とダイオードＤ２１との間に電気的に連結さ
れる誘導性素子Ｌ２１及びダイオードＤ２１と第２電圧ラインＥＬＶＳＳとの間に電気的
に連結される容量性素子Ｃ２１とを含んでなる。インバータ１２２は、第２電源ラインＥ
ＬＶＳＳの出力電圧を一定なレベルに調節するための第２フィードバック電圧分配部１２
５を含んでなる。本発明において、第２電源ラインＥＬＶＳＳの出力電圧は、第２フィー
ドバック電圧分配部１２５に含まれる可変抵抗決定部１２６から選択される抵抗データＲ
ｖによって可変される。
【００５６】
　上記第２フィードバック電圧分配部１２５は、インバータ１２２の出力端(本発明では
、第２電源ライン、ＥＬＶＳＳ)に直列に連結される第３抵抗Ｒ３及び可変抵抗Ｒｖとを
含んでなる。第３抵抗Ｒ３及び可変抵抗Ｒｖは、お互いに連結される接点Ｐ２が以下に説
明するスイッチング制御部１２３に電気的に連結されている。
【００５７】
　上記可変抵抗Ｒｖは、図５を参照して、より詳しく説明すると、可変抵抗決定部１２６
から選択された抵抗に該当する。可変抵抗決定部１２６は、可変抵抗回路部１２６ａ及び
可変抵抗制御部１２６ｂとを含んでなる。この時、可変抵抗制御部１２６ｂは、上述の駆
動電圧決定部１８０から出力された電圧データＶＤによって計算された可変抵抗データＲ
ｖが保存されている可変抵抗ルックアップテーブルＬＵＴｒを含んでなる。
【００５８】
　上記可変抵抗回路部１２６ａは、複数の抵抗(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)と抵抗(Ｒｖ１ない
しＲｖｎ)にそれぞれに電気的に連結される複数の抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１ない
しＭＲｎ)を含む。
【００５９】
　上記複数の抵抗(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)は、それぞれの他の抵抗値を有するように選定さ
れる。また、複数の抵抗(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)は、以下に説明する可変抵抗制御部１２６
ｂで計算された可変抵抗データＲｖの該当の個数だけ形成でき、本発明において、可変抵
抗回路部１２６ａに形成される抵抗の個数が限定されるものではない。
【００６０】
　上記複数の抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１ないしＭＲｎ)は、それぞれの複数の抵抗
(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)と電気的に連結される第１電極及びインバータ１２２の第３抵抗Ｒ
３と電気的に連結される第２電極とを含んでなる。また、ここで、抵抗制御スイッチング
素子(ＭＲ１ないしＭＲｎ)の制御電極は、それぞれに以下に説明する可変抵抗制御部１２
６ｂに電気的に連結される。抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１ないしＭＲｎ)は、それぞ
れに可変抵抗制御部１２６ｂから伝達される制御信号によってターンオンまたはターンオ
フされ、これによって複数の抵抗(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)のうち少なくとも一つの抵抗が選
択可能になる。例えば、一番目の抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１)がターンオンされば
、そのように電気的に連結された一番目の抵抗Ｒｖ１は、第３抵抗Ｒ３と電気的に連結さ
れてインバータ１２２の出力電圧(第２電圧、ＥＬＶＳＳ)を調整することができるように
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なる。ここで、抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１ないしＭＲｎ)は、ＮタイプのＭＯＳ型
ＦＥＴであることができる。しかし、本発明に係る抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１な
いしＭＲｎ)は、ＰタイプのＭＯＳ型ＦＥＴまたは抵抗(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)の制御可能
な他の素子になることもでき、本発明がこれに限定されるものではない。
【００６１】
　上記可変抵抗制御部１２６ｂは、可変抵抗回路部１２６ａに含まれる複数の抵抗(Ｒｖ
１ないしＲｖｎ)のうち少なくともいずれか一つを選択することができる。本発明によれ
ば、可変抵抗制御部１２６ｂは、上述の駆動電圧決定部１８０から出力された電圧データ
ＶＤに可変抵抗データＲＤが保存された可変抵抗ルックアップテーブルＬＵＴｒを含むこ
とができる。
【００６２】
　上記可変抵抗ルックアップテーブルＬＵＴｒに保存される可変抵抗データＲＤは、下記
の[数１]及び[数２]を参照して選択できる。[数１]は、第２フィードバック電圧分配部１
２５で第３抵抗Ｒ３及び可変抵抗Ｒｖによって分配される電圧式を示す。[数２]は、[数
１]によって誘導されたインバータ１２２の出力電圧、即ち、第２電圧ＥＬＶＳＳを示す
。
【００６３】
　先に、上記第２フィードバック電圧分配部１２５の抵抗(Ｒ３、Ｒｖ)によって分配され
る電圧は、次のようになる。
【００６４】
【数１】

【００６５】
　ここで、ＶＲＥＦは、スイッチング制御部から供給される基準電圧であり、ＶＯＵＴは
、インバータ１２２の出力電圧である。そして、ＶＦＢＩは、第３抵抗Ｒ３及び可変抵抗
Ｒｖとの間の電圧として、ＶＲＥＦとＶＯＵＴとの間で所望の出力電圧を誘導するための
フィードバック電圧に該当する。直流－直流コンバータ１２０から供給されるインバータ
１２２の基準電圧ＶＲＥＦは、平均的に－１．２５Ｖの電圧レベルを有するように設定さ
れる。この時、フィードバック電圧ＶＲＥＦは、０Ｖの電圧レベルを有するように設定さ
れる。これによって、インバータ１２２の出力電圧は、[数２]のように誘導される。
【００６６】
【数２】

【００６７】
　例えば、第３抵抗Ｒ３が２００ｋΩに選定される場合、可変抵抗ルックアップテーブル
ＬＵＴｒには、[表２]のような可変抵抗データＲＤが保存される。
【００６８】
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【表２】

【００６９】
　[表２]で、ＶＤ１ないしＶＤ３は、駆動電圧決定部１８０から出力された電圧データと
して、ＶＤ１は－４Ｖの電圧、ＶＤ２は－５Ｖの電圧、そして、ＶＤ３は－６Ｖの電圧を
表す。この時、ＲＤは、それぞれの電圧データ(ＶＤ１ないしＶＤ３)による可変抵抗デー
タＲＤを表し、その単位はキロオーム(ｋΩ)である。
【００７０】
　上記可変抵抗制御部１２６ｂは、可変抵抗データＲＤに対応する抵抗を選択するために
、抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１ないしＭＲｎ)のうちから該当の抵抗と電気的に連結
された抵抗制御スイッチング素子をターンオンするための制御信号を抵抗制御スイッチン
グ素子に伝達する。抵抗制御スイッチング素子がターンオンされば、インバータ１２２に
含まれる可変抵抗Ｒｖが決定される。
【００７１】
　上記インバータ１２２の可変抵抗Ｒｖが決定されてから、直流－直流コンバータ１２０
は、第２電源ラインＥＬＶＳＳを介して調整された出力電圧である第２電圧ＥＬＶＳＳを
有機電界発光表示パネル１６０に供給する。より詳しくは、直流－直流コンバータ１２０
は、第３抵抗Ｒ３及び可変抵抗Ｒｖによって変更されたフィードバック電圧をスイッチン
グ制御部１２３に伝達する。この時、スイッチング制御部１２３は、フィードバック電圧
と基準電圧を比較した後、ここに好適な制御信号をスイッチング素子Ｍ２１に供給する。
よって、直流－直流コンバータ１２０は、スイッチング素子Ｍ２１のターンオン及びター
ンオフの周期によって第２電源ラインＥＬＶＳＳに供給される出力電圧のレベルを調整す
ることができるようになる。
【００７２】
　上記スイッチング制御部１２３は、昇圧コンバータ１２１及びインバータ１２２と電気
的に連結される。スイッチング制御部１２３は、図６を参照して、より詳細に説明すると
、第１比較器１２３ａと、第２比較器１２３ｂと、コントロールロジッグ部ＣＬと、昇圧
コントロールロジッグ部ＢＣＬ及びインバータコントロールロジッグ部ＩＣＬとを含んで
なる。コントロールロジッグ部ＣＬには、外部からイネーブル信号またはディスエイブル
信号が入力されるイネーブル端子Ｅｎａが電気的に連結されている。
【００７３】
　上記第１比較器１２３ａには、昇圧コンバータ１２１のうち第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗
Ｒ２との間の接点Ｐ１が電気的に連結されている。第１抵抗Ｒ１及び第２抵抗Ｒ２による
分圧電圧が第１比較器１２３ａに入力され、これによって第１比較器１２３ａは、第１電
圧ＥＬＶＤＤを維持するための制御信号をコントロールロジッグ部ＣＬに出力する。コン
トロールロジッグ部ＣＬは、昇圧コントロールロジッグ部ＢＣＬに電気的に連結され、ス
イッチング素子Ｍ１１の制御信号を出力する。昇圧コントロールロジッグ部ＢＣＬは、ス
イッチング素子Ｍ１１の制御電極Ｐ３に電気的に連結される。したがって、スイッチング
素子Ｍ１１のスイッチング周波数が適切に変更されることから安定した第１電圧ＥＬＶＤ
Ｄが出力される。
【００７４】
　上記第２比較器１２３ｂには、インバータ１２２のうち第３抵抗Ｒ３及び可変抵抗Ｒｖ
との間の接点Ｐ２が電気的に連結されている。第３抵抗Ｒ３及び可変抵抗Ｒｖによる分圧
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電圧が第２比較器１２３ｂに入力され、これによって第２比較器１２３ｂは、第２電圧Ｅ
ＬＶＳＳを維持するための制御信号をコントロールロジッグ部ＣＬに出力する。これによ
ってコントロールロジッグ部ＣＬは、インバータコントロールロジッグ部ＩＣＬに電気的
に連結されてスイッチング素子Ｍ２１の制御信号を出力する。インバータコントロールロ
ジッグ部ＩＣＬは、スイッチング素子Ｍ２１の制御電極Ｐ４に電気的に連結される。した
がって、スイッチング素子Ｍ２１のスイッチング周波数が適切に変更されることから安定
した第２電源電圧ＥＬＶＳＳが出力される。一方、第２比較器１２３ｂに電気的に連結さ
れる可変抵抗Ｒｖは、温度によって変更される。したがって、インバータ１２２は、可変
抵抗Ｒｖによる出力電圧(本発明では、第２電圧、ＥＬＶＳＳ)の電圧レベルを調整するこ
とができる。
【００７５】
　上記イネーブル端子Ｅｎａを介してイネーブル信号が入力されば、コントロールロジッ
グ部ＣＬが昇圧コントロールロジッグ部ＢＣＬ及びインバータコントロールロジッグ部Ｉ
ＣＬの動作命令が含まれた制御信号を出力することで、スイッチング素子(Ｍ１１、Ｍ２
１)がそれぞれに動作する。もし、イネーブル端子Ｅｎａを介してディスエイブル信号が
入力されば、コントロールロジッグ部ＣＬが昇圧コントロールロジッグ部ＢＣＬ及びイン
バータコントロールロジッグ部ＩＣＬに動作停止命令が含まれた制御信号を出力すること
で、スイッチング素子(Ｍ１１、Ｍ２１)がターンオフ状態を維持して有機電界発光表示パ
ネルには、供給される電源がないことになる。
【００７６】
　次に、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動方法について、より詳細
に説明する。
【００７７】
　図７は、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動方法を示すフローチャ
ートである。図８は、図７のフローチャートによる有機電界発光表示装置の動作をより詳
細に示す図面である。
【００７８】
　本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動方法は、図７ないし図８を参照
すれば、温度測定段階Ｓ１００と、駆動電圧決定段階Ｓ２００と、可変抵抗決定段階Ｓ３
００及び駆動電圧供給段階Ｓ４００とを含む。
【００７９】
　上記温度測定段階Ｓ１００は、温度測定段階Ｓ１１０及びＡ/Ｄ変換段階Ｓ１２０とを
含む。温度測定段階Ｓ１１０は、温度センサー１７１を介して有機電界発光表示パネル１
６０または有機電界発光表示パネル１６０の周辺の温度を測定する段階である。Ａ/Ｄ変
換段階Ｓ１２０は、温度データＴＤがアナログタイプ信号の場合、これをＡ/Ｄコンバー
タ１７２を用いてデジタルタイプ信号に変換した後、駆動電圧決定部１８０に伝達する段
階である。
【００８０】
　上記駆動電圧決定段階Ｓ２００は、駆動電圧計算段階Ｓ２１０、駆動電圧出力段階Ｓ２
２０とを含んでなる。
【００８１】
　上記駆動電圧計算段階Ｓ２１０は、駆動電圧制御部１８１からなる。駆動電圧計算段階
Ｓ２１０は、駆動電圧制御部１８１に入力された温度データＴＤを基礎にして出力される
電圧データＶＤを決定する段階である。電圧データＶＤは、駆動電圧制御部１８１に含ま
れる駆動電圧ルックアップテーブルＬＵＴｖに保存されることもできる。ここで、駆動電
圧ルックアップテーブルＬＵＴｖは、例えば、前記の[表１]に該当する電圧データＶＤを
保存することができる。
【００８２】
　上記駆動電圧出力段階Ｓ２２０は、駆動電圧制御部１８１で計算されたり、または温度
データＴＤに相応して保存された駆動電圧ルックアップテーブルＬＵＴｖの該当する値を
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出力する段階である。出力された電圧データＶＤは、直流－直流コンバータ１２０に含ま
れた可変抵抗決定部１２６に伝達する。
【００８３】
　上記可変抵抗決定段階Ｓ３００は、可変抵抗計算段階Ｓ３１０及び抵抗選択段階Ｓ３２
０とを含んでなる。
【００８４】
　上記可変抵抗計算段階Ｓ３１０は、可変抵抗決定部１２６のうち可変抵抗制御部１２６
ｂからなる。可変抵抗計算段階Ｓ３１０は、入力された電圧データＶＤに相応する可変抵
抗データＲＤを計算する段階である。可変抵抗制御部１２６ｂは、この時、計算された可
変抵抗データＲＤが保存された可変抵抗ルックアップテーブルＬＵＴｒを含んでなる。可
変抵抗ルックアップテーブルＬＵＴｒは、例えば、前記の[表２]に該当する可変抵抗デー
タＲＤを保存することができる。可変抵抗制御部１２６ｂは、可変抵抗データＲＤによっ
て、該当の抵抗を選択するための抵抗制御スイッチング素子(ＭＲ１ないしＭＲｎ)をター
ンオンするための制御信号を抵抗制御スイッチング素子に伝達する。
【００８５】
　上記抵抗選択段階Ｓ３２０は、可変抵抗回路部１２６ａからなる。抵抗選択段階Ｓ３２
０は、並列に連結されている複数の抵抗(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)のうち所望の可変抵抗Ｒｖ
を選択する段階である。ここで、インバータ１２２の第３抵抗(Ｒ３、以下、固定抵抗)及
び複数の抵抗(Ｒｖ１ないしＲｖｎ)との間にそれぞれに電気的に連結される複数の抵抗制
御スイッチング素子(ＭＲ１ないしＭＲｎ)が含まれる。可変抵抗制御部１２６ｂから供給
される制御信号によって少なくとも一つ以上の抵抗制御スイッチング素子がターンオンさ
れることによって、インバータ１２２に含まれる第２フィードバック電圧分配部１２５の
抵抗(Ｒ３、Ｒｖ)が決定される。
【００８６】
　したがって、直流－直流コンバータ１２０は、第２電源ラインＥＬＶＳＳを介して調整
された出力電圧である第２電圧ＥＬＶＳＳを有機電界発光表示パネル１６０に供給するこ
とができるようになる。より詳しくは、直流－直流コンバータ１２０は、第３抵抗Ｒ３及
び可変抵抗Ｒｖによって変更されたフィードバック電圧をスイッチング制御部１２３に伝
達する。この時、スイッチング制御部１２３は、フィードバック電圧と基準電圧を比較し
た後、これに好適な制御信号をスイッチング素子Ｍ２１に供給する。したがって、直流－
直流コンバータ１２０は、スイッチング素子Ｍ２１のターンオン及びターンオフの周期に
よって第２電源ラインＥＬＶＳＳに供給される出力電圧のレベルを調整することができる
ようになる。
【００８７】
　上記駆動電圧供給段階Ｓ４００は、有機電界発光表示パネルに第１電圧ＥＬＶＤＤ及び
第２電圧ＥＬＶＳＳを供給する段階である。
【００８８】
　上記第１電圧ＥＬＶＤＤは、直流－直流コンバータ１２０に含まれる昇圧コンバータ１
２１の出力電圧である。第１電圧ＥＬＶＤＤは、駆動トランジスタＳｄの第１電極(ソー
スまたはドレイン)に供給される電圧であり、正極性を有するように選定される。
【００８９】
　上記第２電圧ＥＬＶＳＳは、直流－直流コンバータ１２０に含まれるインバータ１２２
の出力電圧である。第２電圧ＥＬＶＳＳは、有機電界発光素子(ＯＬＥＤ)のカソード(ｃ
ａｔｈｏｄｅ)に供給される電圧であり、負極性を有するように選定される。ここで、第
２電圧ＥＬＶＳＳは、上述の駆動方法(Ｓ１００ないしＳ４００)による温度によって変更
された電圧レベルを有するように選定される。
【００９０】
　上記のように本発明の有機電界発光表示装置及びその駆動方法によれば、有機電界発光
表示パネルまたは有機電界発光表示パネルの周辺の温度によって駆動電圧マージンをし、
好適な駆動電圧を供給することから有機電界発光表示装置の消費電力が減少される。より
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詳しくは、本発明に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法は、温度データに相応す
る電圧データを計算した後、これを用いて直流－直流コンバータの出力電圧を調整するこ
とができる可変抵抗決定部を介して抵抗を可変することから出力電圧の調節が可能になり
、これによって、低温での駆動電圧マージンと常温での駆動電圧マージンを異なりするこ
とから常温で消費される電力を減少することができる。
【００９１】
　また、本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置及びその駆動方法は、上記のよ
うに常温で駆動電圧マージンを減少することから常温で直流－直流コンバータの効率が向
上されることができる。より詳しくは、直流－直流コンバータの出力電圧レベルを低下し
て駆動電圧マージンを減少することから駆動電圧が大きくなるほど減少される直流－直流
コンバータの効率を高めることができる。また、直流－直流コンバータは、電流量が多く
なるほど効率が急激に低下することができるが、本発明において、直流－直流コンバータ
の出力電圧レベルを調整することから電流量増加による直流－直流コンバータの効率低下
を減らすことができる。
【００９２】
　以上、本発明は、上述した特定の好適な実施例に限定されるものではなく、特許請求範
囲から請求する本発明の基本概念に基づき、当該技術分野における通常の知識を有する者
であれば、様々な実施変形が可能であり、そのような変形は本発明の特許請求範囲に属す
るものである。
【図面の簡単な説明】
【００９３】
【図１】本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置を概略的に示す図面である。
【図２】有機電界発光表示装置に含まれる画素の駆動回路を示す図面である。
【図３】温度による有機電界発光素子の電圧特性を示す図面である。
【図４】本発明の一実施形態に用いられる直流－直流コンバータを示す図面である。
【図５】直流－直流コンバータに含まれる可変抵抗決定部の構成を示す図面である。
【図６】図４の直流－直流コンバータに含まれるスイッチング制御部の構成を示す図面で
ある。
【図７】本発明の一実施形態に係る有機電界発光表示装置の駆動方法を示すフローチャー
トである。
【図８】図７のフローチャートによる有機電界発光表示装置の動作をより詳細に示す図面
である。
【符号の説明】
【００９４】
　１００…有機電界発光表示装置
　１１０…電源部
　１２０…直流－直流コンバータ
　１２１…昇圧コンバータ
　１２２…インバータ
　１２３…スイッチング制御部
　１２４…第１フィードバック電圧分配部
　１２５…第２フィードバック電圧分配部
　１２６…可変抵抗決定部
　１２６ａ…可変抵抗回路部
　１２６ｂ…可変抵抗制御部
　１３０…走査駆動部
　１４０…データ駆動部
　１５０…発光制御駆動部
　１６０…有機電界発光表示パネル
　１６１…画素
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　１７０…温度測定部
　１７１…温度センサー
　１７２…Ａ/Ｄコンバータ
　１８０…駆動電圧決定部
　１８１…駆動電圧制御部
　１８２…駆動電圧出力部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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